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(57)【要約】
【課題】消灯時においては鏡のように外部からの光を反
射する一方、点灯時においては、より少ない光源数及び
低消費電力にも拘わらず、多数の光源が明るく煌めいて
観察されるようなインテリア性と点灯時の美観とを兼ね
備えたデコレーションライトを実現することを目的とす
る。
【解決手段】円環状に配置された複数の点光源と、複数
の点光源を内部に包含し、ハーフミラーで形成された、
球体状のカバーとを備えるデコレーションライトとする
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円環状に配置された複数の点光源と、
　前記複数の点光源を内部に包含し、ハーフミラーで形成された、球体状のカバーとを備
える
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項２】
　円環状に配置された複数の点光源と、
　前記複数の点光源を内部に包含し、スモークミラーで形成された、球体状のカバーとを
備える
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項３】
　円環状に配置された複数の点光源と、
　前記複数の点光源を内部に包含し、ハーフミラーで形成された、半球体状のカバーとを
備え、
　前記複数の点光源は、前記半球体状のカバーの円形側面の外縁に対応する位置に配置さ
れる
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項４】
　円環状に配置された複数の点光源と、
　前記複数の点光源を内部に包含し、スモークミラーで形成された、半球体状のカバーと
を備え、
　前記複数の点光源は、前記半球体状のカバーの円形側面の外縁に対応する位置に配置さ
れる
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載のデコレーションライトにおいて、
　前記点光源は、発光ダイオードである
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項６】
　光源と、
　前記光源を包含するとともに、前記光源の光の少なくとも一部を透過する着色球と、
　前記着色球を包含するハーフミラーで形成されたカバーとを備える
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項７】
　光源と、
　前記光源を包含するとともに、前記光源の光の少なくとも一部を透過する着色フィルム
と、
　前記着色フィルムを支持する枠体と、
　前記着色球を包含するハーフミラーで形成されたカバーとを備える
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項８】
　光源と、
　前記光源を内部に包含して前記光源の光を反射する半球形状の全反射ミラーと、
　前記全反射ミラーの円形開口部に配置された着色フィルムと、
　前記全反射ミラーの前記円形開口部において、前記着色フィルムの外側に配置されたハ
ーフミラーで形成されたカバーとを備える
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【請求項９】
　請求項６乃至請求項８のいずれか一項に記載のデコレーションライトにおいて、
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　前記光源は、発光ダイオードである
　ことを特徴とするデコレーションライト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハーフミラーまたはスモークミラーのカバーを備えるデコレーションライト
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　下記特許文献１には、ＬＥＤ光源の粒浮き出し等を防止するとともに器具効率を改善し
て室内を間接照明できるＬＥＤ照明装置を提供することを目的する発明が開示されている
。図３は、従来のＬＥＤ照明装置を説明する図である。
【０００３】
　この文献によれば、図３に示すように室内１１の天井面１２に取り付けられる器具本体
２０に取り付けられたＬＥＤ光源２２は、室内１１の中心側とは反対側の方向に光を照射
する。そして、器具本体２０におけるＬＥＤ光源２２に対向する位置に透光性を有する凹
状球面形状の反射材２３を設けるとともに、ＬＥＤ光源２２および反射材２３を収容する
透光性を有するカバー２５設ける。
【０００４】
　このため、ＬＥＤ光源２２から室内の中心側とは反対側に照射された光は、反射材２３
により反射した後に、カバー２５を通って室内の中心側へ照射される。これにより、カバ
ー２５に光拡散効果を多く求める必要が無く、器具効率が向上するとともにカバー２５に
ＬＥＤ光源２２の粒浮き出し等が発生するのを防止して室内１１を間接照明できることが
開示されている。
【０００５】
　さらに、反射材２３は、ＬＥＤ光源２２を内包するように湾曲している。透光性を有す
る材料としては、半透明の樹脂やガラスやハーフミラー等のほか、穿孔した板、格子状あ
るいは梯子状の部材のように、光の一部を透過させ、一部を反射させる部材を言う。なお
、反射材２３は、器具本体２０の端部よりも内側に設けられており、後述するカバー２５
との間に空間２６が設けられていることが記載されている。
【０００６】
　当該文献発明によれば、ＬＥＤ光源から室内の中心側とは反対側に照射された光は、反
射材により反射した後に、カバーを通って室内の中心側へ照射されるので、カバーに光拡
散効果を多く求める必要が無い。また、器具効率が向上するとともにカバーにＬＥＤ光源
の粒浮き出し等が発生するのを防止して室内を間接照明できるという効果を有するＬＥＤ
照明装置を提供できることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１３－１６１６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　従来の照明装置は、インテリア性に乏しく、点灯時の美しさにおいても改善の余地があ
った。具体的には、消灯時においては鏡のように外部からの光を反射する一方、点灯時に
おいては、より少ない光源数にも拘わらず多数の光源が煌めいて観察されるようなインテ
リア性と点灯時の美観とを兼ね備えた照明は未だ具現化されていなかった。
【０００９】
　本発明はこのような問題点に鑑みなされたものであり、点灯時においては、より少ない
光源数及び低消費電力にも拘わらず、多数の光源が明るく煌めいて観察されるようなイン
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テリア性と点灯時の美観とを兼ね備えたデコレーションライトを実現することを目的とす
る。
【００１０】
　また、本発明はこのような問題点に鑑みなされたものであり、点灯時においては、より
少ない光源数及び低消費電力にも拘わらず、演出効果がさらに高まるようなインテリア性
と点灯時の美観とを兼ね備えたデコレーションライトを実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明のデコレーションライトは、円環状に配置された複数の点光源と、複数の点光源
を内部に包含し、ハーフミラーで形成された、球体状のカバーとを備えることを特徴とす
る。
【００１２】
　また、本発明のデコレーションライトは、円環状に配置された複数の点光源と、複数の
点光源を内部に包含し、スモークミラーで形成された、球体状のカバーとを備えることを
特徴とする。
【００１３】
　また、本発明のデコレーションライトは、円環状に配置された複数の点光源と、複数の
点光源を内部に包含し、ハーフミラーで形成された、半球体状のカバーとを備え、複数の
点光源は、半球体状のカバーの円形側面の外縁に対応する位置に配置されることを特徴と
する。
【００１４】
　また、本発明のデコレーションライトは、円環状に配置された複数の点光源と、複数の
点光源を内部に包含し、スモークミラーで形成された、半球体状のカバーとを備え、複数
の点光源は、半球体状のカバーの円形側面の外縁に対応する位置に配置されることを特徴
とする。
【００１５】
　また、本発明のデコレーションライトは、好ましくは上述のいずれかに記載のデコレー
ションライトにおいて、点光源が発光ダイオードであることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明のデコレーションライトは、光源と、光源を包含するとともに、光源の光
の少なくとも一部を透過する着色球と、着色球を包含するハーフミラーで形成されたカバ
ーとを備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明のデコレーションライトは、光源と、光源を包含するとともに、光源の光
の少なくとも一部を透過する着色フィルムと、着色フィルムを支持する枠体と、着色球を
包含するハーフミラーで形成されたカバーとを備えることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明のデコレーションライトは、光源と、光源を内部に包含して光源の光を反
射する半球形状の全反射ミラーと、全反射ミラーの円形開口部に配置された着色フィルム
と、全反射ミラーの円形開口部において、着色フィルムの外側に配置されたハーフミラー
で形成されたカバーとを備えることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明のデコレーションライトは、好ましくは上述のいずれかに記載のデコレー
ションライトにおいて、光源が発光ダイオードであることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　消灯時においては鏡のように外部からの光を反射する一方、点灯時においては、より少
ない光源数及び低消費電力にも拘わらず、多数の光源が明るく煌めいて観察されるような
インテリア性と点灯時の美観とを兼ね備えたデコレーションライトを実現できる。
【００２１】
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　また、点灯時においては、より少ない光源数及び低消費電力にも拘わらず、演出効果が
さらに高まるようなインテリア性と点灯時の美観とを兼ね備えたデコレーションライトを
実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の第一の実施形態にかかる球体のデコレーションライトを説明する図であ
り、（ａ）が球体のデコレーションライトの外観を説明する概念図であり、（ｂ）がデコ
レーションライトの最大直径で切断した断面内部を説明する概念図であり、（ｃ）が発光
ダイオードが配置される円環に沿って切断したデコレーションライトの断面を説明する図
である。
【図２】本発明の第二の実施形態にかかる半球体のデコレーションライト２０００を説明
する図であり、（ａ）が正面から見た外観概要を説明する図であり、（ｂ）が側面から見
た外観を説明する図である。
【図３】従来のＬＥＤ照明装置を説明する図である。
【図４】点灯時にのみ色や模様が観察されて消灯時には観察されない第三の実施形態にか
かるデコレーションミラーを説明する図であり、（ａ）が点灯時にのみ任意の色の演出効
果の高い光が観察できるデコレーションライトであり、（ｂ）が点灯時にのみ任意の色や
模様が観察できるデコレーションライトであり、（ｃ）が点灯時にのみ任意の色や模様が
観察できる半球形状のデコレーションライトである。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　（発明の概要）
　本発明のデコレーションライトは、円環状に配置された発光ダイオード等の発光体を内
部に含むハーミラーカバーまたはスモークミラーカバーを備える。ハーミラーカバーまた
はスモークミラーカバーは球体または半球体に構成されて、発光ダイオード等の配置され
る円環の直径が、ハーミラーカバーまたはスモークミラーカバーの最大直径と対応するよ
うに、配置される。
【００２４】
　発光ダイオード等の発光体は、例えば透明なロープチューブ内に電源供給コードととも
に好ましくは等間隔で収納されて、当該ロープチューブが円環状に構成されてもよい。ま
た、発光ダイオード等の発光体は、円形のフレームに沿って好ましくは等間隔で配置され
て、電源供給コードは当該フレームに巻回等して固定してもよい。発光体は、円状に等間
隔で配置されることが好ましいが、必ずしも等間隔に限定されるものではない。
【００２５】
　ハーミラーカバーまたはスモークミラーカバーは、発光体の非点灯時においては当該カ
バー内がカバー外部よりも暗くなるので（例えば、昼間の非点灯時）、見かけ上鏡のよう
に外部の光を反射する。しかも、球体または半球体の鏡となるので、いわゆるミラーボー
ルのような外観となる。このため、ピカピカとして美しい外観を呈し、リビング等のあら
ゆる室内やイベント会場や屋外ビアホール等においても、インテリア性が極めて高くなる
。
【００２６】
　一方、ハーミラーカバーまたはスモークミラーカバーは、発光体の点灯時においては内
部で光を反射し、発光体の放射光が球体または半球体のカバー内部で複数回の反射を繰り
返しながら、次第にカバー外部に放出される。すなわち、発光ダイオード等の発光体から
放出された光は、ハーミラーカバーまたはスモークミラーカバーで一回反射される毎に、
数％乃至数十％程度がカバー外部に透過して放出される一方、残りの光はカバー内部に反
射される。そして、このような反射と透過とが繰り返される。
【００２７】
　このため、発光体の点灯時においては、カバー内部に円環状に配置されている現実の発
光体の個数よりもより多くの光源が、カバーの表面に鏤められて存在するように観察され
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て、極めて美しい照明を演出できるものとなる。これにより、イベント会場や舞台等にお
いても、従来にないような演出効果を奏することが可能となる。なお、発光ダイオードに
換えて豆電球やその他の任意の点光源を用いることとしてもよく、光源の色も任意の色と
してもよい。また、発光ダイオードが配置される円形形状の直径は球体カバーの内面直径
と可能な限り等しくすること、すなわち発光ダイオードは可能な限り大きな径でカバー内
面に近接配置することが、より少ない光源数でより多数の輝点をカバー表面に出現させる
観点から好ましい。
【００２８】
　（第一の実施形態）
　図１は、本発明の第一の実施形態にかかる球体のデコレーションライト１０００を説明
する図である。図１（ａ）が球体のデコレーションライト１０００の外観を説明する概念
図であり、図１（ｂ）がデコレーションライト１０００の最大直径でハーフミラーカバー
１１００を切断した断面内部を説明する概念図であり、図１（ｃ）が発光ダイオード１５
００が配置される円環に沿って切断したデコレーションライト１０００の断面を説明する
図である。
【００２９】
　図１（ａ）に示すように、球体のデコレーションライト１０００は、コネクタ１２００
と、電源コード１３００と、球体に構成されたハーフミラーカバー１１００とを備える。
なお、図１（ｂ），（ｃ）においては、コネクタ１２００と電源コード１３００との記載
を省略している。
【００３０】
　また、図１（ｂ）から理解できるように、発光ダイオード１５００は円形のフレーム１
４００に沿って等間隔で複数個が配置される。この場合に、発光ダイオ－ドに電力を供給
する不図示のコード等もフレーム１４００に沿って配置することが好ましい。コード等が
球形のハーフミラーカバー１１００の内部空間に存在すると、発光ダイオ－ド１５００の
光が反射する場合の光進路を妨害することが懸念される。このため、発光ダイオード１５
００の光が妨害されることなく、ハーフミラーカバー１１００の内部空間を反射すること
が可能なように、フレーム１４００近接空間を除いて、当該内部空間には何も配置されな
い状態とすることが好ましい。
【００３１】
　また、図１（ｃ）に示すように、フレーム１４００の外周はハーフミラーカバー１１０
０の最大内周と好ましくは略一致し、発光ダイオード１５００が可能な限りハーフミラー
カバー１１００の内周に近接して円環状に配置されるものとする。なお、図１（ｂ）及び
図１（ｃ）において、フレーム１４００は図示する配置向きに限定されるものではなく、
ハーフミラーカバー１１００内部において横向きや斜め向きに配置されてもよい。
【００３２】
　本実施形態によれば、現実の発光体の数よりも多数の輝点が球体の表面上に多数観察さ
れ、球表面全体に発光体が鏤められたように見えるデコレーションライトを、比較的少な
い消費電力で実現することができる。
【００３３】
　（第二の実施形態）
　図２は、本発明の第二の実施形態にかかる半球体のデコレーションライト２０００を説
明する図である。図２（ａ）が、正面から見た外観概要を説明する図であり、図２（ｂ）
が側面から見た外観を説明する図である。
【００３４】
　図２から理解できるようにデコレーションライト２０００は、球を真っ二つに割ってそ
の切断面に円形の蓋をしたような半球体状のハーフミラーカバー２１００を備える。また
、円形の蓋部分に対応するカバー内部には不図示のフレーム等に固定された複数の発光ダ
イオード２５００が円環状に配置されている。
【００３５】
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　また、フレームに替えて例えばロープチューブ内部に複数の発光体が挿入配置されたチ
ューブライトを円形形状に配置してもよい。また、ハーフミラーカバー２１００は、スモ
ークミラーカバーで代替してもよい。
【００３６】
　なお、図２においては、コネクタ及び電気コード等は記載を省略している。また、デコ
レーションライト２０００を壁等に取り付ける場合には、任意の箇所に取り付け器具類が
適宜設けられてもよい。この場合においても、第一の実施形態で説明したような美観とイ
ンテリア性とを発揮することができる。その他の構成及び機能等は、第一の実施形態で説
明した内容と同じであるので、ここでは説明を省略する。
【００３７】
　本実施形態によれば、現実の発光体の数よりも多数の輝点が半球体及び円形のカバーの
表面上に多数観察され、カバー表面全体に発光体が鏤められたように見える演出効果の高
いデコレーションライトを、比較的少ない消費電力で実現することができる。
【００３８】
　（第三の実施形態）
　図４は、点灯時にのみ色や模様が観察されて消灯時には観察されない第三の実施形態に
かかるデコレーションミラーを説明する図である。図４（ａ）が点灯時にのみ任意の色の
演出効果の高い光が観察できるデコレーションライトであり、図４（ｂ）が点灯時にのみ
任意の色や模様が観察できるデコレーションライトであり、図４（ｃ）が点灯時にのみ任
意の色や模様が観察できる半球形状のデコレーションライトである。第三の実施形態にお
いては、ハーフミラー内の光源が点灯した場合にのみ、図柄や色が出現するデコレーショ
ンライトを実現できる。
【００３９】
　図４（ａ）に示すように、デコレーションライト４０００（ａ）は、コネクタ４２００
に接続されたコード４３００から電気を供給されて点灯する光源４５００を備える。光源
４５００は、任意の色で着色された透明または半透明の球形の着色球４４００に包含され
ている。
【００４０】
　また、着色球４４００は、ハーフミラーまたはスモークミラーで形成された球体形状の
カバー４１００に包含されている。これにより、光源４５００の点灯時には、着色球４４
００を透過した任意の色の光が、ハーフミラーまたはスモークミラーで形成された球体形
状のカバー４１００を介して外部に放出されることとなる。
【００４１】
　従って、非点灯時には例えばミラー球のようにしか見えず色不明な球体が、点灯時には
任意色の光源を突然に演出することとなり、美しさと省電力とを兼ね備えた演出効果の高
いデコレーションライトを実現可能となる。
【００４２】
　また、図４（ｂ）に示すように、デコレーションライト４０００（ｂ）は、コネクタ４
２００に接続されたコード４３００から電気を供給されて点灯する光源４５００を備える
。光源４５００は、任意の図柄や模様を有する透明または半透明のフィルム４７００に少
なくとも側面四方を囲まれている。フィルム４７００は、直方体形状の枠体４６００に支
持されており、枠体４６００はコード４３００に係止されている。
【００４３】
　また、フィルム４７００は、ハーフミラーまたはスモークミラーで形成された球体形状
のカバー４１００に包含されている。これにより、光源４５００の点灯時には、フィルム
４７００を透過した任意の色の光が、ハーフミラーまたはスモークミラーで形成された球
体形状のカバー４１００を介して外部に放出されることとなる。
【００４４】
　このため、カバー４１００には、フィルム４７００の模様や図柄が反映されて、非点灯
時には例えばミラー球のようにしか見えず色や模様が不明な球体が、点灯時には任意色の
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図柄を有する光源を突然に演出することとなり、美しさと省電力とを兼ね備えた演出効果
の高いデコレーションライトを実現可能となる。
【００４５】
　また、図４（ｃ）から理解できるように、デコレーションライト４０００（ｃ）は、内
側が全反射ミラーで形成された半球形状のカバー４８００と、カバー４８００の円形の開
口部に配置された任意の色及び図柄の透明または半透明のフィルム４９００を備える。任
意の色及び図柄の透明または半透明のフィルム４９００は、カバー４８００の円形の開口
部を閉じるハーフミラー４９１０で覆われる。ハーフミラー４９１０は、スモークミラー
で形成してもよい。
【００４６】
　図４（ｃ）においては、フィルム４９００に富士山の図柄が形成されており、点灯時に
富士山の図柄がハーフミラー４９１０に反映されて観察される状態を説明している。また
、図４（ｃ）には示していないが、デコレーションライト４０００（ｃ）は、フィルム４
９００を固定して支持する枠体（フィルムフォルダー）を、カバー４８００の円形の開口
部に備えていてもよい。
【００４７】
　これにより、ハーフミラー４９１０には、点灯時にフィルム４９００の模様や図柄が反
映されて、非点灯時には例えばミラーのようにしか見えず色や模様が不明な円形の平面が
、点灯時には任意色の図柄を有する光源を突然に演出することとなり、美しさと省電力と
を兼ね備えた演出効果の高いデコレーションライトを実現可能となる。図４に示した光源
は、発光ダイオードを用いることが好ましい。
【００４８】
　上述したハーフミラーカバー付きデコレーションライト等は、実施形態における説明に
限定されるものではなく、自明な範囲でその構成を適宜変更し、自明な範囲で材料等を適
宜変更して用いることとできることは当業者に容易に理解されるところである。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　本発明は、照明装置やイベントのインテリア、各種装飾や美術工芸品等に幅広く利用で
きる。
【符号の説明】
【００５０】
　１０００・・デコレーションライト、１１００・・ハーフミラーカバー、１２００・・
コネクタ、１３００・・電源コード、１４００・・フレーム、１５００・・発光ダイオー
ド。
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